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よ
り
大
き
な
地
域
愛
へ

合
併
は
も
と
も
と
簡
単
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

理
性
で
は
割
り
切
れ
な
い
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
の
が
合
併
で
あ
り
、
例
え

ば
、
故
郷
に
対
す
る
愛
情
が
強
い
人
ほ
ど
、
親
し
ん
だ
市
町
村
の
名
前
が
な
く

な
る
こ
と
は
苦
痛
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
地
域
お
こ
し
に

頑
張
っ
て
き
た
人
ほ
ど
、
故
郷
を
守
っ
て
ど
ん
な
困
難
で
も
乗
り
越
え
よ
う
と

す
る
気
持
ち
も
強
い
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
学
生
時
代
に
東
京
都
豊
島
区
の
故
三
波
春
夫
邸
の
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
三
波
春
夫
氏
は
私
の
誇
り
で
あ
り
友
人
に
自
慢
し
た
も
の
で
し
た
。

決
し
て
、
越
路
町
の
三
波
春
夫
氏
で
は
な
く
、
長
岡
地
域
の
、
い
や
新
潟
県
の

三
波
春
夫
氏
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
パ
ー
ト
で
栃
尾
の
油
揚
げ
の
販

売
が
あ
れ
ば
喜
ん
で
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
故
郷
と
い
う
も
の
は
、
時
に
狭
く

も
な
り
広
く
も
な
る
も
の
で
す
。
故
郷
を
愛
す
る
が
故
に
合
併
に
反
対
す
る
と

お
っ
し
ゃ
る
方
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
故
郷
の
範
囲
を
も
う
少
し
広
く
据
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
新
し
く
芽
生
え
て
く
る
愛

が
あ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

長
期
的
視
点
に
立
つ
合
併

今
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
合
併
に
は
ど
う
し
て
も
感
情
問
題
が
付
き
ま
と
う

た
め
、
本
来
時
間
が
か
か
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
長
岡
市
に
お
け
る
昭
和
の

大
合
併
は
、
昭
和
29
年
の
上
川
西
村
、
宮
内
町
、
深
才
村
等
の
編
入
合
併
に
始

ま
り
、
昭
和
35
年
の
二
和
村
の
編
入
合
併
ま
で
、
実
に
７
年
間
の
歳
月
を
要
し

ま
し
た
。
昭
和
の
大
合
併
は
、
条
件
の
整
っ
た
地
域
か
ら
順
次
合
併
し
て
い
く

と
い
う
柔
軟
な
方
式
で
し
た
。
栃
尾
市
の
離
脱
に
よ
り
、
合
併
そ
の
も
の
を
見

直
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
歴
史
に
学
ぶ
必
要
が
あ
ろ
う

と
考
え
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
も
平
成
17
年
３
月
末
を
も
っ
て
終
わ
り
で
あ
る
と
は
考
え
て

は
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
平
成
17
年
３
月
末
は
、
合
併
特
例
法
の
適
用
を
受

け
る
期
限
と
し
て
は
大
変
重
要
な
区
切
り
で
は
あ
り
ま
す
。
合
併
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
期
限
内
に
合
併
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
特
例
法
の
期
限
を
過
ぎ
れ
ば
、
す
べ
て
終
わ
り
と
考
え
る
の
も
早
計

で
す
。
国
と
地
方
と
の
関
係
が
根
本
的
に
見
直
さ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
地

方
が
自
立
す
る
た
め
に
、
合
併
は
特
例
法
の
期
限
が
過
ぎ
て
も
避
け
て
通
れ
な

い
課
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
長
期
的
な
視
点
の
中
で
、
私
は
40
万
都
市
構
想
を

打
ち
出
し
て
い
る
の
で
す
。

市
町
村
合
併
の
最
終
目
標
は
道
州
制
の
導
入
と
市
町
村
の
自
立

今
、
日
本
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
改
革
と
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
と

い
う
三
階
建
て
構
造
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
私
は
、
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
の
す
べ
て
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
三
階
建
て
構
造

が
、
日
本
の
地
方
分
権
を
阻
害
し
て
い
る
根
本
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
階
建
て
構
造
で
の
都
道
府
県
の
存
在
意
義
は
、「
市
町
村
の
指
導
」
に
あ
り
ま

す
が
、
市
民
に
対
し
て
、
最
終
責
任
を
負
う
の
は
市
町
村
で
す
。
例
え
ば
、
小

学
校
で
不
祥
事
が
あ
っ
た
と
き
、
市
民
に
謝
罪
す
る
の
は
市
の
教
育
委
員
会
な

の
で
す
。

（
２
頁
に
続
く
↓
）

長
岡
市
、
中
之
島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
の
６

市
町
村
議
会
の
臨
時
会
で
、
法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
議
案
が
可
決
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
２
月
24
日
に
６
市
町
村
長
会
議
を
開
催
し
、
法
定
合

併
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
設
置
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
市
町
村
に
お
い
て
、
協
議
会
設
置
の
告
示
を
行
い
、
正
式
に

「
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
月
25
日
に
県
知
事
へ
設
置
の
届
け
出

翌
２
月
25
日
に
、
６
市
町
村
長
は
全
員
揃
っ
て
県
知
事
に
対
し
て
協
議

会
設
置
の
届
け
出
を
行
い
、
併
せ
て
合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
に
つ
い

て
の
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

各市町村議会の議決から長岡地域合併協議会設置までの経緯

１月30日 越路町議会 ６市町村による法定合併協議会設置議案を可決
２月９日 長岡市議会 〃

２月12日
三島町議会 〃
山古志村議会 〃

２月17日 中之島町議会 〃

２月23日
小国町議会 〃
長岡地域任意合併協議会 解散

２月24日
６市町村長会議（長岡地域合併協議会設置に関する協議）
長岡地域合併協議会設置調印式
各市町村で設置の告示

２月25日 県知事に長岡地域合併協議会の設置を届け出

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



��������

	
��
��

平成16年（2004年）３月９日(1) ��������	
��

１ 市町村建設計画とは

市町村建設計画とは、市町村の合併に際し、合併関係市町村の住民に対して合併市町村の将来
に関するビジョンを示し、合併の検討材料となるものであって、合併協議会により作成されます。
また、合併特例法に基づく様々な財政支援措置を合併市町村が受けるためには、この計画の作
成が前提となっています。
市町村建設計画は、合併市町村の建設を総合的かつ効果的に推進するために作成するものであ
り、合併市町村の一体性の速やかな確立及び住民の福祉の向上等を図り、合併市町村の均衡ある
発展に資するよう適切に配慮しなければならないとされています。（合併特例法第５条第２項）

２ 市町村建設計画の内容

市町村建設計画の具体的内容は、合併協議会で合併関係市町村の自主的・主体的な判断により
策定されるものですが、合併特例法には、計画に定める基本的な事項が例示されています。（合併
特例法第5条第1項）

計画に定める基本的な項目 内 容

○合併市町村の建設の基本方針
（合併特例法５条１項１号）

・合併市町村の将来像や具体的な目標
・将来像を実現するための、まちづくりの基本方針
・長期展望に基づいた適切な地域別整備の方針

○合併市町村又は県が実施する合併市町村の
建設の根幹となるべき事業に関する事項

（合併特例法５条１項２号）

・まちづくりの基本方針に基づく、ハード・ソフト
事業

○公共的施設の統合整備に関する事項
（合併特例法５条１項３号）

・公共的施設の適正配置や統合整備

○合併市町村の財政計画
（合併特例法５条１項４号）

・歳入、歳出の見込み

◆
議
案
第
14
号

新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針

新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

「
新
市
建
設
計
画
策
定
方
針
」（
抜
粋
）

１

計
画
の
趣
旨

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
に
お
い
て
策
定
し
た
「
長
岡
地
域

新
市
将
来
構
想
」
の
実
現
及
び
新
市
の
一
体
性
の
確
立
・
均
衡
あ

る
発
展
を
図
る
も
の
と
す
る
。

２

計
画
策
定
の
基
本
方
針

�

構
成
市
町
村
が
、
新
市
に
お
い
て
共
存
共
栄
を
図
り
な
が
ら
一

体
的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
計
画
と
す
る
。

�

新
市
将
来
構
想
を
実
現
す
る
（「
新
市
地
域
ら
し
さ
価
値
」
を
高

め
る
）
た
め
の
具
体
的
な
事
業
計
画
と
す
る
。

�

住
民
と
行
政
が
協
働
で
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
結
び

つ
く
計
画
と
す
る
。

３

対
象
期
間

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間

４

対
象
事
業

合
併
後
10
年
間
に
お
い
て
、
新
市
が
事
業
主
体
と
な
る
事
業
及

び
県
事
業
（
新
規
、
継
続
を
問
わ
な
い
）
と
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
事
業
を
対
象
と
す
る
。

５

計
画
に
お
け
る
根
幹
事
業

次
の
３
つ
に
分
類
す
る
。

�

「
新
市
将
来
構
想
」
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
的
事
業

�

生
活
基
盤
整
備
事
業

�

合
併
に
伴
い
必
要
と
な
る
事
業

◆
議
案
第
15
号

新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
設
置
要
綱

新
市
建
設
計
画
案
を
策
定
す
る
た
め
、
小
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
委
員
会
の
組
織
体
系
に
つ
い
て
は
、
左
図
参
照
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○と き ３月22日� 午後６時から
○ところ ホテルニューオータニ長岡

（長岡市台町２丁目）

○受 付 午後５時30分から
傍聴席は会場の都合上50席程度です。原則として、ど

なたでも傍聴できますが、座席は先着順とし、満席の場
合は入場をお断りすることがありますので、あらかじめ
ご容赦ください。なお、事前予約は不要ですので、当日
会場に直接お越しになってください。

������������
長岡市幸町２-１-１ 長岡市役所内

電 話 ３９-２２６０・３９-２２２７（直通）
ＦＡＸ ３９-２２５４
ホームページアドレス

����：��������	�
���	�

����


Ｅメールアドレス
������＠��	�����	�

����


合併に対するご意見・ご質問をお待ちしています。
協議会のホームページのほか、手紙、電話、ＦＡＸな
どで気軽にお寄せください。
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◆
議
案
第
７
号

合
併
の
方
式

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

南
蒲
原
郡
中
之
島
町
、
三
島
郡
越
路
町
、
三
島
郡

三
島
町
、
古
志
郡
山
古
志
村
及
び
刈
羽
郡
小
国
町
を

廃
し
、
そ
の
区
域
の
全
部
を
長
岡
市
に
編
入
す
る
。

◆
議
案
第
８
号

合
併
の
期
日

「
平
成
17
年
３
月
22
日
」
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

「
継
続
協
議
」
と
な
り
ま
し
た
。

任
意
合
併
協
議
会
で
決
定
し
た
「
平
成
17
年
３
月

末
ま
で
」
の
合
併
日
に
つ
い
て
は
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

主
な
意
見慎

重
に
審
議
を
尽
し
て
結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
。

概
ね
３
月
末
日
を
目
途
に
進
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
住
民
向
け
に
は
「
３
月
末
を
目
途
」
と
い
う

柔
ら
か
い
表
現
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
第
１
回
目

か
ら
決
め
な
く
て
も
、
具
体
的
な
日
は
、
協
議
を
詰

め
て
い
く
中
で
決
め
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

◆
議
案
第
９
号

新
市
の
名
称

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
名
称
は
、
長
岡
市
と
す
る
。

◆
議
案
第
10
号

新
市
の
事
務
所
の
位
置

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、
現
長
岡
市
役
所
の
位

置
と
す
る
。

◆
議
案
第
11
号

財
産
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

南
蒲
原
郡
中
之
島
町
、
三
島
郡
越
路
町
、
三
島
郡

三
島
町
、
古
志
郡
山
古
志
村
及
び
刈
羽
郡
小
国
町
の

財
産
（
権
利
及
び
義
務
を
含
む
。）
は
、
す
べ
て
長
岡

市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

◆
議
案
第
12
号

条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
、
規
則
等
は
、
長
岡
市
の
条
例
、
規
則
等
を

適
用
す
る
。
た
だ
し
、
各
種
事
務
事
業
等
の
調
整
内

容
に
関
係
す
る
条
例
、
規
則
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

調
整
内
容
を
踏
ま
え
て
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と

す
る
。

意
見

地
域
に
適
し
た
内
容
の
条
例
全
て
を
長
岡
市
の
条

例
等
に
合
わ
せ
て
し
ま
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

会
長

特
色
あ
る
も
の
は
引
き
継
い
で
、
条
例
等
に
残
し

て
い
く
。

◆
議
案
第
13
号

各
種
事
務
事
業
の
調
整
方
針

左
表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
������	����

区 分 役 職 名 氏 名 備 考

行 政

長岡市長 森 民 夫 会 長
中之島町長 樋 山 粂 男 副会長
越路町長 大 野 勉
三島町長 遠 藤 鐵四郎
山古志村長 長 島 忠 美
小国町長 大 橋 義 治
長岡市助役 二 澤 和 夫
中之島町助役 佐々木 保 男 監 事
越路町助役 熊 倉 幸 男
三島町助役 米 持 昭 次 監 事
山古志村助役 坂 牧 宇一郎
小国町助役 五十嵐 徹

議 会

長岡市議会議長 小 熊 正 志
長岡市議会 市町村合併調査研究委員会委員長 大 地 正 幸
中之島町議会議長 五十嵐 亮 一
中之島町議会 市町村合併調査特別委員会委員長 今 泉 實
越路町議会議長 石 坂 敏 雄
越路町議会 地方分権推進等調査特別委員会委員長 伊 佐 文 也
三島町議会議長 大 桃 健 三
三島町議会 市町村合併調査特別委員会委員長 小 方 保
山古志村議会議長 関 正 史
山古志村議会 合併問題研究特別委員会委員長 高 野 哲 四
小国町議会議長 樋 口 章 一
小国町議会 地方分権に関する特別委員会委員長 野 田 幹 男

住

民

代

表

長 岡 市
長岡商工会議所会頭 田 村 巖
企業教育ファシリテーター・産業カウンセラー 朝 日 由 香

中之島町
中之島町土地改良区理事長 池 田 守 明
中之島町公民館長 高 森 精 二

越 路 町
会社役員 小 林 民 雄
越路町民生委員児童委員 佐 藤 眞知子

三 島 町
元三島町まちづくりビジョン策定委員会 会長 大 矢 治 雄
元三島町まちづくりビジョン策定委員会 副会長 小 池 進

山古志村
山古志村夢づくり村民会議代表 高 野 徳 義
闘牛団体代表 川 上 孫 一

小 国 町
小国町情報公開・個人情報保護審査会委員 池 島 寛
小国町商工会副会長 中 村 満

学識経験者
新潟県総合政策部市町村合併支援課長 中 澤 清
長岡造形大学理事長・学長 豊 口 協
ホクギン経済研究所所長 鈴 木 隆 三

◆
議
案
第
５
号

平
成
15
年
度
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
予
算

次
の
表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
６
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
協
定
項
目

下
表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
協
定
項
目
は
、
合
併
す
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め

て
お
く
重
要
な
項
目
の
こ
と
で
、
協
議
会
に
お
い
て
、
協

議
確
認
し
て
６
市
町
村
で
締
結
す
る
「
合
併
協
定
書
」
に

盛
り
込
ま
れ
ま
す
。）

�������
������	��

歳入
項 目 金 額
負 担 金
長 岡 市 21,478,000円
中之島町 1,867,000円
越 路 町 2,026,000円
三 島 町 1,304,000円
山古志村 718,000円
小 国 町 1,279,000円

諸 収 入 1,000円
計 28,673,000円

歳出
項 目 金 額
会 議 費 1,630,000円
事業推進費 26,043,000円
予 備 費 1,000,000円
計 28,673,000円
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法定合併協議会においても、任意合併協議会と同様、
６つの基本原則と３つの調整方針に基づき調整する。

/,&0123

１ 一体性確保の原則
新しい市に移行する際、住民生活に支障がな
いよう、速やかな一体性の確保に努める。

２ 住民福祉向上の原則
住民サービス及び住民福祉の向上に努める。

３ 負担公平の原則
負担公平の原則に立ち、行政格差を生じない
ように努める。

４ 健全な財政運営の原則
新しい市において健全な財政運営に努める。

５ 行政改革推進の原則
行政改革の視点から事務事業の見直しに努め
る。

６ 適正規模準拠の原則
自治体の規模に見合った事務事業の見直しに
努める。

4,&'()5

１ 現状の社会情勢の認識を共有し、合併市町村の一
体的発展（生き残り）を図るという視点で調整を行
い、できることと、できないことがあるという認識
を持ち、調整を行うものとする。
２ 構成する市町村の行政制度は、その地域特性や歴
史などに起因する様々な違いが当然あることから、
お互いにその違いを尊重しながら調整を図るものと
する。
３ 各市町村の行政制度比較の結果、住民サービスの
観点では、全体として長岡市の制度が充実している
ことから、トータルとして住民サービスを低下させ
ないことを考えた時、基本的には長岡市の制度に基
づいた調整を目安に行うものとする。

平成16年（2004年）３月９日(3) ��������	
��

（
１
頁
か
ら
）

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、「
市
町
村
教
育
委
員
会
を
指
導
す
る
」
だ
け
で

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
の
採
用
と
人
事
は
都
道
府
県
に
権
限
が
あ

り
、
教
員
に
対
す
る
指
導
権
限
が
相
対
的
に
少
な
い
市
の
教
育
委
員
会
が
最
終

責
任
を
負
う
こ
と
に
は
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
、
長
岡
市
長
が
「
米
百
俵
」

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
極
め
て
権
限
が
少
な

い
の
で
す
。

こ
う
し
た
矛
盾
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
都
道
府
県
が
合
併
し
、
外
交
や
防

衛
を
除
い
て
国
と
同
じ
権
能
を
有
す
る
道
州
政
府
と
な
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
政
策
の
立
案
と
実
行
は
、
最
終
責
任
者
で
あ
る
市
町
村
に
任
せ
る
と

い
う
二
階
建
て
構
造
こ
そ
、
日
本
の
地
方
分
権
の
最
終
目
標
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
市
町
村
の
責
任
と
権
限
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
場
に
即
し
た
血
の

通
っ
た
政
策
が
実
現
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
の
自
立
こ
そ
合
併
の
最
大
の
目
標

そ
の
た
め
に
は
、
市
町
村
が
自
立
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
自
ら
の

頭
で
考
え
自
ら
の
足
で
歩
く
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
な
り
の
組

織
と
財
政
力
が
必
要
で
す
。
自
立
す
る
に
足
る
組
織
力
と
財
政
力
は
、
あ
る
程

度
の
規
模
に
よ
り
実
現
し
ま
す
。
例
え
ば
、
教
員
の
採
用
や
人
事
権
を
持
つ
と

し
た
場
合
、
ま
た
、
都
市
計
画
を
現
実
の
生
活
圏
に
見
合
っ
た
も
の
に
す
る
場

合
、
工
業
団
地
等
の
大
規
模
開
発
を
実
行
す
る
場
合
等
を
考
え
た
と
き
、
小
規

模
な
市
町
村
で
は
実
行
が
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
組
織
力

と
財
政
力
を
着
実
に
身
に
つ
け
た
新
し
い
市
が
、
よ
り
広
大
な
中
越
地
域
を
行

政
範
囲
と
し
て
担
当
す
る
こ
と
が
、
こ
の
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
中
越
地
域
全
体
の
発
展
を
心
か
ら
願
う
ゆ
え
の
合
併
な
の
で
す
。

地
域
自
治
に
つ
い
て

任
意
協
議
会
で
検
討
を
進
め
て
き
た
地
域
自
治
組
織
は
、
長
岡
市
が
周
辺
市

町
村
の
編
入
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
駆
け
引
き
の
材
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
実
質
的
に
合
併
後
の
新
市
の
運
営
を
名
実
と
も
に
血
の
通
っ
た
も
の
に

し
、
共
存
共
栄
を
図
る
た
め
に
不
可
欠
な
仕
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
行
政
組
織
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
制
度
を
一
体
化
し
て
市
民
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
一
体
化
は
自
然
に
行
わ
れ
れ
ば
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
長
岡
市
の
関
原
地
区
は
、
昭
和
32
年
に
合
併
し
て

半
世
紀
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
商
工
会
は
関
原
地
区
商
工
会
と
し
て
独
立
し
て

お
り
、
ま
た
、
関
原
ま
つ
り
は
盛
大
に
行
わ
れ
る
等
、
地
域
の
自
立
意
識
が
旺

盛
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
独
自
性
や
自
立
意
識
は
、
大
切
に
残
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
自
立
意
識
は
、
お
互
い
を
刺
激
し
あ

っ
て
高
め
あ
う
た
め
に
必
要
で
す
。
市
民
の
意
識
に
即
し
て
緩
や
か
な
一
体
化

を
進
め
、
共
存
共
栄
を
図
る
こ
と
は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
選
択
肢
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
合
併
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
が
一
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

今
後
の
進
む
べ
き
道

長
岡
地
域
の
合
併
は
共
存
共
栄
の
精
神
の
も
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
お
互
い

に
尊
重
し
高
め
あ
い
な
が
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い
う
基
本
理

念
を
念
頭
に
お
い
て
、
今
後
も
合
併
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
月
27
日
に
、
長
岡
市
の
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
１
回
長
岡
地
域
合
併

協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。）
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
委
員
の
紹
介
を
行
い
、
次
に
協
議
会
の
規
約
や
組
織
体
制
な
ど
に
つ
い
て

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
協
議
事
項
で
は
、
各
種
規
程
、
事
業
計
画
及
び
予
算
の
ほ
か
、「
合

併
の
方
式
」
な
ど
の
協
定
項
目
に
つ
い
て
も
提
案
し
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
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協
議
会
の
規
約
や
、
協
議
会
設
置
に
あ
た
り
会
長
が

定
め
た
規
程
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
報
告
第
１
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
設
置
ま
で
の
経
緯

◆
報
告
第
２
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
規
約
及
び
協
議
書

◆
報
告
第
３
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
幹
事
会
規
程

◆
報
告
第
４
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
分
科
会
規
程

◆
報
告
第
５
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
事
務
局
規
程

◆
報
告
第
６
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
財
務
規
程

◆
報
告
第
７
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
委
員
の
報
償
費
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
規
程

◆
報
告
第
８
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
組
織
体
制

（
４
頁
に
組
織
体
系
図
掲
載
）

（
報
告
事
項
の
詳
し
い
内
容
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
協
議
会
資
料
は
、
各

市
町
村
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。）
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◆
議
案
第
１
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
会
議
の
運
営
に
関
す
る

規
程

「
会
議
は
公
開
と
す
る
。」「
議
事
は
大
方
の
賛

同
を
持
っ
て
進
行
す
る
。」
な
ど
、
会
議
の
運
営

に
関
す
る
規
程
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
２
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
小
委
員
会
規
程

協
議
会
か
ら
の
付
託
に
よ
り
、
調
査
、
審
議

等
を
行
う
小
委
員
会
を
設
置
で
き
る
と
す
る
小

委
員
会
に
関
す
る
規
程
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
３
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
傍
聴
規
程

協
議
会
を
傍
聴
す
る
場
合
の
手
続
き
や
、
傍

聴
者
が
守
る
べ
き
事
項
な
ど
に
関
す
る
規
程
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
４
号

平
成
15
年
度
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
事
業
計
画

次
の
表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

要
望

協
議
期
間
「
平
成
16
年
８
月
を
目
途
」
と
あ
る
が
、
協
議

の
期
間
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
ま
た
、

法
定
協
議
会
で
事
務
事
業
の
調
整
に
つ
い
て
約
６
０
０
項
目

を
検
討
す
る
と
あ
り
、
全
て
こ
の
項
目
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、

真
剣
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
任
意
合
併
協
議
会
で

の
継
続
協
議
項
目
も
あ
り
、
十
分
な
審
議
を
尽
く
す
に
は
時

間
が
短
す
ぎ
る
。
法
定
合
併
協
議
会
で
決
め
た
こ
と
を
議
会

や
町
民
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
設
計
画
の
調
整

策
定
に
は
大
変
な
時
間
と
作
業
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
期
限

に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、
手
戻
り
に
な
ら
な
い
よ
う
余
裕
を
持

っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

会
長

「
合
併
の
期
日
は
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
」
と
す
る
任
意

協
議
会
の
合
意
事
項
を
基
に
設
定
し
た
。
合
併
の
議
決
は
９

月
の
定
例
議
会
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
12
月
の
県
議
会
ま

で
は
多
少
の
余
裕
が
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
８
月
は
目
途
。
ど
う
し
て
も
８
月
ま
で
に
終
わ

ら
せ
る
た
め
に
議
事
を
強
引
に
進
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
。
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

事
務
調
整
に
つ
い
て
は
、
任
意
合
併
協
議
会
の
段
階
で
も

調
整
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
早
い
段
階
か
ら
提
案
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
は
十
分
可
能
。

意
見

現
在
小
国
町
は
、
次
の
総
合
計
画
の
策
定
作
業
に
入
っ
て

お
り
、
９
月
を
目
途
に
素
案
を
提
出
す
る
予
定
。
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
そ
れ
か
ら
と
な
る
。
協
議
会
の
日
程
で
は
早
い
。

ま
た
、
合
併
特
例
の
新
法
の
内
容
を
見
極
め
な
が
ら
地
域

自
治
組
織
の
検
討
を
進
め
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
新
市
建
設

計
画
に
要
望
す
る
考
え
を
も
っ
て
い
る
。

会
長

事
情
は
わ
か
る
が
、
全
体
の
ペ
ー
ス
に
も
合
わ
せ
て
い
た

だ
く
努
力
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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１ 会議の開催
�長岡地域合併協議会
・協議会 月１回開催

�小委員会、幹事会及び分科会
・小委員会 必要に応じ設置し、

必要の都度開催
・幹 事 会 協議会の前に開催
・分 科 会 必要の都度開催

２ 広報広聴の実施
�協議会だよりの発行
�協議会ホームページの作成

３ 協議期間
平成16年８月までを目途とする。

平成16年（2004年）３月９日 (2)


